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受付時間

E-mail

時間 午前９：３０～１２：００

理事長 山田　靖子さん

千葉県松戸市西馬橋広手町34番地ラフィーヌ太陽201

：never-land＠never-land.info

■住所 千葉県松戸市五香西3丁目 7ー1
■TEL 047-383-0022

主催

問い合わせ・申し込み
：０４７-３９４-２８００
：０４７-３９４-２８０２
：平日１０：００～１６：００

会場案内

発達支援担当 佐々木　かすみさん

II . どうしようこんな時？

自閉症、学習障害（LD）、注意欠陥多動性障害（ADHD）な
どの子どもたちは、学童クラブでの生活や地域で、どのような
“困り感”を感じているのでしょうか。
「なんでこうなるの？」「こうしてみたら！」
私たち大人がこうした子ども達と生活していくためにどうした
ら良いか理解を深めましょう。

②千葉県発達障害者支援センター　

内容 I . 事業紹介

①NPO法人ちばMDえこねっと

NPO法人はなまる・NPO法人ねばぁらんど

（裏面参照）

〒271-0048

日にち ２００９年10月21日（水）

受付開始　９：００～

場所 ふれあい２２　３Fホール



① 相談者（クライアント）から相談を受ける

② 児童・生徒の状況の把握［聞き取り］ 問い合わせ・予約ＮＰ０法人ちばＭＤエコネット
③ 支援の方向性の検討 本人、保護者、学校関係者など広く皆さんからの相談を
④ 関係機関との連絡・調整 お受けします。

相談・予約受付：月曜日10:00～16:00 （祭日休み）
電話：047-426-8825
E-mail：soudan@mdeconet.jp

相談場所：コミュニティカフェ〈ひなたぼっこ〉
※上記以外の曜日に相談をご希望の場合も出来る限り
調整いたしますのでお気軽にお問い合わせ下さい。

また、相談場所についてもご相談に応じます。
相談：無料〒273-0005 船橋市本町4-31-23

　千葉県にお住まいの発達障害の方と、その家族、保育、教育、福祉、就労など支援に関わる全ての方
のための専門支援センターです。
発達障害のある方と、ご家族が安心して地域で暮らしていくことができるよう、お手伝いをいたしま
す。

経歴
筑波大学大学院　教育研究障害児教育専攻修了 洗足学園が医学音楽療法コース修了
筑波大学心身障害学系心理・心身障害教育相談室非常勤相談員
柏市保健所　小児専門相談　発達支援相談員
千葉県発達障害者支援開発事業部 発達支援マネージャー

佐々木　かすみさん紹介 千葉県発達障害者支援センター　発達支援担当

■　共に学び共に生きることを求めて

紹介 特定非営利活動法人ちばMDエコネット

「MD」は知的障害を表す英語Mental DisabilitiesのMとD、「エコネット」で環境改善のネットワーク
を表します。1997年夏に発足、1999年10月に特定非営利活動法人として認証されました。
障害のある人もない人も共に生きる社会の実現を目指して、千葉県で知的障害のある若者たちを中心に
してグラウンドワーク（地域の環境改善、まちづくり）活動に取り組んでいます。

　私たちのところには、これまでに障害のある人とその家族からの相談がずっと寄せられていました。
その課題を解決するには、私たちの力だけでなく行政や関係機関との連携が必要とされることもたくさ
んありました。そこで、平成16年度に千葉県が新しく作った県とNPOとの協働事業提案制度に「ノーマ
ライゼーション相談事業」を提案したのです。そして提案が採択され、個別相談を行うと共に年6回のセ
ミナーとフォーラムを開催することができました。平成17年度には「次世代育成支援を展望するノーマ
ライゼーション相談事業」として個別相談を継続するとともに、次世代育成をテーマに3回のセミナーと
フォーラムを開催し、研修プログラムも作成しました。平成18年度は「ノーマライゼーション相談事
業」を自主運営し、特別支援教育をテーマに年6回の研修を実施しました。
　平成19年度から、千葉県との協働事業として、発達につまずきのある子、障害のある子の学校生活を
サポートする「ノーマライゼーション学校支援事業」を行っています。研修、フォーラムを毎年実施し
ています。
■　ノーマライゼーション学校支援相談事業とは…
発達につまずきのある子・障害のある子が学校生活の中で困った時に、その子のよりよい学校生活を実
現するために、千葉県との協働事業として以下のことを行います。

　ちばMDエコネット理事長。末息子晶生(30歳)がダウン症。地域の学校で共に学ぶ運動を経て1999
年、NPO法人を設立。船橋の商店街で障害のある人とない人が共に働くコミュニティカフェ〈ひなた
ぼっこ〉を運営。県とNPOとの協働事業「ノーマライゼーション学校支援事業」を行っている。

紹介 山田　靖子さん NPO法人ちばMDエコネット理事長

　私たちは1980年代から、障害のある子とない子が地域の普通学級で共に学ぶ教育を求めてきまし
た。小中学校を普通学級で共に学び、高校にも行きたいと願って運動を続けました。高校入試はとりわ
け知的障害のある子にとって厚い壁でしたが、少しずつ門が開かれてきました。そして、高校卒業後の
道を模索する中でグラウンドワークを知りました。「知的障害のある人たちが地域住民と一緒に環境改
善に取り組んだら、きっと住みよいまちができる！」グラウンドワークは私たちにぴったりだと思い、
ちばMDエコネットの活動を始めました。

■　ノーマライゼーション学校支援事業


